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当資料に記載の内容・データ類等は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいており、リスクや不確実性を含んでおり、必ずしもその内容の正確性を担保
するものではありません。将来における実際の数値・動向は、今後のさまざまな要因により、大きく異なる結果となる可能性があります。

２．当業者の市場利用促進のための活動

１． 石油市場 ： 石油商業組合における当業者セミナー実施

①石油商業組合の訪問 ： 愛知、三重、岐阜、静岡、福井、富山、石川、新潟、長野の中部9県の各県石油商業組合を訪問

当所石油市場の活用についての啓蒙と組合員向けセミナーの実施要請等を説明（平成20年1月）

②セミナーの実施

岐阜県石油商業組合：西濃地区、東濃地区、中濃地区、飛騨地区（平成19年10月に各地区で実施）

静岡県石油商業組合：中部地区、西部地区、東部地区（平成20年2月に各地区で実施）天竜支部（平成20年4月に実施）

長野県石油商業組合：経営委員会（平成20年7月実施）

大阪府石油商業組合：21世紀会（平成20年7月実施）

③愛知県石油商業組合 組合員のＳＳ業者対象（実践石油先物市場活用セミナー）

東三河地区、西三河・知多地区、東・西尾張地区、名古屋地区（平成20年4月に各地区ごとに本所で実施）

④全石連「ＳＳビジネス見本市（富山総会）」出展

１． 石油市場 ： 石油商業組合における当業者セミナー実施

２． 石油市場 ： 当業者グループへの市場利用説明

３． 鶏卵市場 ： 当業者団体へ啓蒙活動の展開

２． 石油市場 ： 当業者グループへの市場利用説明
・ 独立系SS当業者グループへグループ単位への本所石油市場の利用説明を実施
→ 現物仕入れの有効なツールとして更なる活用を促すための活動を、当業者グループ総会等を通じて展開

・ SS支援会社における定例会議を通じて当所を通じた現物仕入れの有効性について説明

３． 鶏卵市場 ： 当業者組合への啓蒙活動の展開
当業者に対する啓蒙を展開 → 日本卵業協会・全国たまご商業協同組合等の総会にて、鶏卵先物市場活用の資料配付
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３．石油商品別出来高と受渡高の推移（年度別）①（ガソリン）
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４．石油商品別出来高と受渡高の推移（年度別）②（灯油）
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５．国内石油製品市場の受渡高推移
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参考資料

中部大阪商品取引所（C-COM)の概要

8



当資料に記載の内容・データ類等は、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいており、リスクや不確実性を含んでおり、必ずしもその内容の正確性を担保
するものではありません。将来における実際の数値・動向は、今後のさまざまな要因により、大きく異なる結果となる可能性があります。

参考１．中部大阪商品取引所の概要（2008年10月24日現在）

◇1996年10月 豊橋乾繭、名古屋穀物砂糖、名古屋繊維の３取引所合併により

中部商品取引所誕生

2007年 1月 大阪商品取引所と合併し中部大阪商品取引所へ

◇会員組織

会員 92社 市場会員 32社 （内 受託会員30社）

一般会員 60社

準会員 59社

◇監督官庁 ： 農林水産省・経済産業省 共管

◇役員 ： 16名（うち常勤3名）

◇職員 ： 20名
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参考2．会員（2008年10月24日現在）

5社6社17社（16社）24社アルミニウム

38社4社22社（21社）26社天然ゴム指数

5社0社17社（16社）17社ニッケル

4社13社13社（12社）26社畜産物

5社20社22社（20社）43社鉄スクラップ

32社（30社）

21社（20社）

30社（28社）

市場会員
（内受託会員）

内訳

一般会員

92社

26社

54社

会員数

38社5社ゴム

36社24社石油

59社60社合計（実数）

準会員
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参考3．上場商品

1ｋｇ

－

1ｋｇ

1ｋｇ

－

1ｔ

1ｋｌ

1ｋｌ

1ｋｌ

呼値

純度99.70%以上のもので鉄分0.20%以下、シリコンが0.10%以下のアルミニウム地金

本所が毎営業日
午後4時30分に公表する数値

ゴミ含有量0.20%以内、灰分含有量1.00%以内、揮発性物質含有量0.80%以内、窒素含
有量0.60%以内、ウォーレス初期可塑度30以上、可塑度残留率40%以上の品質規格を満
たすもの。

国際規格によるリブドスモークドシート3号に該当するもの

鶏卵清算価格
〔本所が日々独自に鶏卵卸売業者（荷受を含む）から調査する殻付き鶏卵Ｍサイズ１ｋｇの
価格を基に一定の価格算定式により算出した当該月の納会日から起算した前10営業日
間の平均価格〕

（社）日本鉄源協会の定める「鉄スクラップ検収統一規格」の基準に適合し、かつ長辺が
1200ｍｍ以下の新断バラＡ

日本工業規格

K2204の品質基準に適合し、かつ硫黄分が10ppm以下の軽油

日本工業規格
K2203の1号の品質基準に適合する灯油

日本工業規格

K2202の2号の品質基準に適合し、かつ硫黄分が10ppm以下のレギュラーガソリン

標準品

10,000倍天然ゴム指数天然ゴム指数

5,000倍アルミニウムアルミニウム

10,000倍鶏卵畜産物

20倍鉄スクラップ鉄スクラップ

石油

10倍軽油

10倍灯油

10倍ガソリン

10,000倍

5,000倍

倍率

TSR20

RSS3号

ゴム

商品市場
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各取引所出来高推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

万 枚 中部大阪商品

東京穀物商品

東京工業品

関西商品

関西商品
取引所
0.2%

中部大阪商品
取引所
8.0%

東京穀物商品
取引所
25.1%

東京工業品
取引所
66.7%

83.5%100.0%71,070,831合 計

480.1%0.2%164,451関西商取

365.9%8.0%5,695,236中部大阪取

295.8%25.1%17,805,305東穀取

182.3%66.7%47,405,839東工取

順位
前年
度比

シェア出来高取引所名

(枚）

注）オプションを除く。過去データは前身取引所のデータを統合。

●平成２００４年度をピークに３年連続の出来高減少、２００７年度はピーク時の１５．７％に

●２００７年度の国内シェアは８．０％

参考4．本所出来高 ①各取引所との比較

中部大阪商品
取引所
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②本所の1日平均出来高

1日平均出来高比較 単位：枚

年月 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

4月 102,894 85,678 43,111 27,241 17,190

5月 158,525 93,706 36,572 24,787 16,387

6月 132,228 93,618 34,540 27,187 13,685

7月 147,818 81,730 34,042 28,040 12,746

8月 132,797 78,040 33,900 28,633 12,097

9月 142,029 88,931 34,380 26,183 9,454

10月 168,239 69,162 27,630 23,408

11月 141,753 59,962 27,702 19,656

12月 140,350 52,923 32,740 18,839

1月 131,843 53,132 35,248 19,080

2月 132,999 40,295 33,537 17,567

3月 111,903 40,018 28,655 17,030

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

中部大阪商品取引所　1日平均出来高比較（平成16年度～平成20年度）

2008年度 2007年度

2006年度 2005年度

2004年度
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42.1
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52.5

46.6

％

257011615111226327
2007
年度

48641516225111352460
2006
年度

71,834125271055931739962
2005
年度

143,63524102586867051401,5291,695
2004
年度

１日
平均

合計ニッケルアルミ
ゴム
指数

TSR
20

RSS
3号

鉄
スク

鶏卵軽油灯油ガソリン

（万枚）

●ガソリン、灯油の出来高に左右される本所出来高（２００７年度は、２商品シェア：９７％）

●２００７年度の１日平均出来高は、２００４年度の１／７に激減

商品別出来高の推移

③本所の商品別1日平均出来高推移
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